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昔は、「男性は仕事をし、女性は家事をする」

「男の子は青色、女の子は赤色」などと様々

な場面で男だから、女だからと、自分の意思

ではなくイメージで決めつけられてしまうこ

とがあったそうです。今でも、改善されつつ

ありますが、まだイメージが残っている人も

いると思います。

私は、チアリーディングのチームに入って

います。チアは女の子がするものというイメ

ージがある人が多いと思いますが、私のチー

ムには男の子もいます。男の子は女の子に比

べて力がある人が多いので、男の子だからこ

そできる技もあり、演技に迫力が出たりしま

す。また、練習の準備でマットなどが必要な

ときに手伝ってくれます。そのおかげで練習

を早く始めることができてとても助かります。

さらに、最近では、男性だけで結成されてい

るチームもあります。最初は、チアなのに男

性なのとおどろく人もいると思いますが、私

はチアは女の子がするものというイメージを

くつがえし、とてもかっこいいパフォーマン

スをしていてすごいなと感動しました。

また、私の母は仕事で帰りが遅くなること

が多く、どちらかといえば料理が苦手な方な

ので、料理が得意な父が夜ご飯を作ってくれ

ます。そのおかげで、私は、早くご飯を食べ

ることができ、母も帰ってきてからすぐご飯

を食べる事ができています。人は、得意な部

分や苦手な部分がそれぞれ違うので、性別関

係なく、お互いにカバーし合っていく事が大

切なのではないかと思います。

さらに、男女共同参画社会についてインタ

ーネットで調べてみると、職業のジェンダー

ギャップというものが出てきました。ジェン

ダーギャップが大きい職業を調べてみると、

歯科衛生士や保育士、看護師などだと分かり

ました。母によると、昔は、看護師の事を看

護婦と呼んでいたそうです。その事を聞いて、

とてもおどろきました。今では、男性の看護

師も、女性の看護師もいるのが当たり前だけ

ど、昔は、なぜ女性だけだったのだろうと疑

問に思いました。調べてみると、日本では、

長い間患者を世話する看護行為は女性が行う

というイメージが定着していたからだと書い

てありました。やはり、イメージがあるとな

かなかそのイメージを変えるのは難しいのだ

なと感じました。また、看護婦が看護師とい

う名前に変わったように、もっと多くの職業

を男女関係なくできるようになればいいなと

思いました。

このように、男女ともに協力することでメ

リットがたくさんあります。ですから、女性

だけがするもの、男性だけがするものという

イメージにとらわれず、それぞれの個性を生

かして活やくできる社会になってほしいなと

思います。そのために、今の自分にできる事

を考え行動に移し、少しでも男女共同参画社

会に近づくようにしていきたいなと思います。


